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図２ 内湾縦断面の鉛直分布

図１ 表層の水温・塩分分布 

水温・塩分の状況（図１～３，表１） 

表層の水温は２４～２６℃（平年より低め），塩分は２４～３４（平年より

高め）でした。 
内湾縦断面の鉛直分布では水温１９～２６℃，塩分２８～３３でした。８

月４日夕方から６日朝の北東風により湾奥に底層の水が湧き上がってきて

いたようです（青潮にはいたらず）。 
内房海域の鉛直分布では水温 

１７～２５℃，塩分３２～３４で

した。 
 
赤潮の状況（図４，表１） 

東京湾全域で夜光虫（渦鞭毛藻

の ノ ク チ ル カ Noctiluca 
scintillas）が多くみられ優先種に
なっています。一部では赤潮とな

っているようです。 
内湾の赤潮は湾奥の一部に限ら

れていました。プランクトンは珪

藻のニッチア（Nitzschia sp.）です。 図３ 内房海域の鉛直分布

図４ 内湾の赤潮分布 



貧酸素水塊の状況（図２，５，表１） 
底層の溶存酸素量分布をみると，貧酸素水塊は内湾の

広い範囲に広がっています。 
鉛直分布をみても拡大しているのが確認できます。 

２．５ml／Ｌ以下の割合は５２％に増加しました。 
今後の動向に注意してください。 
水セでは２．５ml／Ｌ（酸素飽和度約５０％）以下を
貧酸素水としています。漁業種類によってはそれ以上で

も影響がでる場合もありますので注意してください。 
 

 

図５ 底層の溶存酸素量分布（ml／Ｌ） → 

（観測日，観測機関は図中に表示） 
 
 
↓        ↓ 

 
 
表層の栄養塩類（表１） 
溶存無機態窒素（ＤＩＮ）

は内湾で１８～１０３μｇ／

Ｌ，内房で３～３９μｇ／Ｌ，

リン酸態リンは内湾で３～ 

３２μｇ／Ｌ，内房で１未満

～３１μｇ／Ｌと少ない状態

です。 
 
黒潮の動き（図６） 

黒潮は伊豆諸島東側を離れ

て北上しています。 
 

 
 

透明度 水温 塩分 ｐＨ
DO（底
層：ml／
L)

溶存無
機態窒
素

リン酸態
リン
（μｇ／ｌ）

クロロ
フィルａ
量（μｇ

26.8 28.58 8.5 0.5 63 9
(27.1) (25.04) (8.4) (2.1) (401) (44)
26.7 29.46 8.5 0.3 44 22
(27.3) (25.21) (8.6) (3.1) (310) (22)
26.5 29.53 8.5 0.4 81 16
(27.0) (26.29) (8.6) (1.2) (312) (18)
26.2 29.86 8.5 1.0 53 10
(26.7) (27.66) (8.6) (1.6) (351) (18)
25.6 30.87 8.4 2.0 38 9
(25.9) (29.27) (8.5) (2.7) (137) (15)
24.6 31.01 8.3 1.7 53 17
(26.6) (28.94) (8.5) (3.7) (194) (19)

St．８ 24.5 31.63 8.1 1.5 103 32
（盤洲Ａブイ） (25.4) (30.20) (8.4) (2.0) (149) (18)

24.4 32.13 8.1 2.9 18 3
(27.8) (28.06) (8.7) (2.8) (26) (3)
24.2 32.42 8.1 39 15
(25.8) (30.63) (8.4) (72) (8)
24.6 32.29 8.3 73 31
(25.5) (31.34) (8.4) (65) (7)
24.9 33.28 8.2 6 3
(25.3) (32.95) (8.4) (47) (3)
26.0 33.94 8.1 9 1
(26.4) (33.63) (8.3) (44) (2)

St．１０ 24.2 32.77 8.2 20 9
（下洲沖） (25.7) (30.87) (8.4) (58) (8)
St．１２ 24.4 32.96 8.2 3 1
（湊沖） (25.9) (31.13) (8.4) (57) (6)
St．２２ 25.6 33.97 8.1 34 1>
（保田沖） (25.7) (32.86) (8.4) (40) (10)
St．２４ 25.6 33.94 8.1 9 1>
（富浦沖） (25.7) (33.13) (8.3) (43) (3)
St．２６ 25.0 34.00 8.1 10 1
（館山湾内） (25.4) (33.34) (8.3) (55) (5)

（　　）：過去１０年間の平均値（ただし富津ベタは昨年１年分)

調査年月日：平成13年8月6日

※透明度，ｐＨ，クロロフィルａ量の網掛けは赤潮，ＤＯの網掛けは貧酸素水の基準に達していることを示しています。
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表１．水質調査結果（表層）
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図６ 黒潮の動き 
（一都三県漁海況速報，８月６日分） 



貧酸素水塊動向調査結果（７月３０日分）と７月２６日の青潮情報 
 
７月２６日に市原市五井沖～市川航路の広い範囲で青潮が発生しました。青潮は７月２４日の夜から吹き始

めた北より風で内湾底層の貧酸素水塊が湧きあがったものです。図表のみ掲載します。  
 

 

図７ 表層の水温・塩分分布（７月３０日） 
 

 
図９ 底層の溶存酸素量分布（ml／Ｌ，観測日，観測機関は図

 
 

調査点 透明度 水温 塩分

船橋 0.9 25.8 27.5

St．１５ 1.0 25.9 28.4

ｓｔ．３ 1.5 26.7 28.9

St．６ 1.7 26.6 29.0

St．９ 2.0 25.4 30.0

富津ベタ 2.2 25.3 30.4

表２．水質調査

※透明度，ｐＨ，クロロフィルａ量の網掛
の基準に達していることを示しています
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（７月２６  
観測日記 

・船橋沖水深１１ｍ付近（st.１５）で大きいガザミ（１尾）が表層を遊泳してい
東京湾情報ボックス 

・７月２６日市原市五井沖～市川航路の広い範囲で青潮発生（今年２回目） 
図８ 内湾の鉛直分布 
（７月３０日） 
中に表示） 

ｐＨ
クロロフィ
ルａ量
（μｇ／ｌ）

DO（底
層：ml／
L)

9 8.7

1 8.7 2.6

9 8.8 0.7

0 8.7 2.4

4 8.6 3.4

0 8.5 2.8

結果（表層）
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析
機
器
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測

けは赤潮，ＤＯの網掛けは貧酸素水
。

査年月日：平成13年7月30日
図１０ 青潮発生海域 
日，環境生活部水質保全課資料）
ました。 


